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【1】通常学級での教育的支援について
－特別支援教育草創期からまなぶ－

「通常学級において留意して指導することとなっている児童生徒に対する指導および支援体制の
充実・整備等に関する研究（平成１４年３月） 」より

【この研究では】

特別支援教育が制度として成立する以前，まだ「２１世紀の特殊教育の在り方」に関する最終報告がなさ

れる前（平成11年４月）に本研究は始められました。本研究では，来るべき２１世紀の障害児教育の在り

方を先取りし，いち早く特殊教育（当時）と通常教育の教育現場と地域社会との連携協力を視野に入れなが
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ら，通常教育において障害のある子どもを如何に支援していくかについて，検討を行いました。当時はまだ

制度的側面が確立しておらず，研究実施に関してはさまざまな困難を伴いましたが，理念的な観点からの検

討，通常学級の教育現場での先験的な実践事例の収集，通常学級での意識調査等を通して今日においても十

分に通用すると思われる，特に教育に携わる人々の実際的な工夫や課題，そして心理的な面における多くの

知見を得ることができました。

【研究をして見えてきたこと】

当時の先験的な指導実践事例を収集し，その過程で明らかになってきたことについて述べてみます。

当時，通常学級において障害のある子どもの教育を展開していくことは，概して個々の教師の力量に依存

していることが多く，それらに対する全校的な支援体制はあまり充実していない，というのが現状でした。

しかし一方，先験的な所では全校的な支援体制が構築されており，しかもそれらは，作為的なものからでは

なく 問題行動を行う子どもを中核として教師同士の自然発生的な活動が実を結ぶことが多く そのためになく，問題行動を行う子どもを中核として教師同士の自然発生的な活動が実を結ぶことが多く，そのために

は在る程度の数（３人以上）の教師のリーダーシップと管理者の理解が重要な要素となっていました。

当時の通常学級の教師が，「特殊教育」の分野のことや障害のある子どもが通常学級で学ぶことをどのよ

うに捉えているか等に関する意識調査を行いましたが，その調査結果から明らかになったことを述べてみま

す。

特殊教育については，通常教育と基本的には同じだが，より個別性，より人間性，より学問的な関わりを

するところが異なっていると捉えています。また，通常学級において指導する大多数の教師は，子どもの状

況や環境条件が整えば 障害のある子どもが通常学級で学ぶことには反対するものではないこと，そしてそ

のための情報として，ともに学ぶ指導の在り方（理念）や指導の内容・方法を望んでいることが明らかにな

りました。
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【もっと詳しくお知りになりたい場合は】

こちらの報告書は，研究所webページにて全文掲載されています。

http://www.nise.go.jp/kenshuka/josa/kankobutsu/pub_c/c-40.html

充実・整備等に関する研究（平成１１～１３年度）

【本研究紹介シートの文責】

笹本 健

本研究紹介シートは，独立行政法人国立特別支援教育総合研究所で行った研究を基に作成しています。

独立行政法人国立特別支援教育総合研究所（National Institute of   Special Needs  Education; NISE）
〒239-8585 横須賀市野比5-1-1  URL: http://www.nise.go.jp/


